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なんだこれは！









利用状況
９月１日に総来館者80万人を達成いたしました。80万人目となられた

奈良市からお越しのご家族様には科学館より記念品を贈呈いたしました。
月間の来館者数も2,800人を超え、スタッフ一同、感謝の念に堪えません。

桜井市立城島小学校3年生・4年生

満月ポラライザー 敬老の日プラバン 敬老の日レジンストラップ お月見プラバン



関西研 なんだこれは！
大阪・関西万博まで

あと半年！

大阪の建造物と聞いて何を思い浮かべるだろうか。「コテコテ」なところでは通天閣や大阪城、人
によっては中央公会堂や四天王寺を挙げる人もいるかもしれない。名建築は多々あるが、しかし私が
まず思い浮かべるのは爛々と目を輝かせた太陽の塔の黄金の顔である。2025年大阪・関西万博で新た
なレガシーが誕生することを願いつつ、過去の万博のレガシーについて思いを馳せたい。

ご存じ岡本太郎がぶっ立てたこのベラボーな神像は、土偶
とも鳥ともつかぬその威容を以て、人類の進歩と調和をテー
マとした「未来的な」1970年万博に堂々と楯突く存在であっ
た。しかしその一方で、万博における一個のパビリオンを担
うとともに、太陽の塔をぐるりと囲む大屋根内の空中展示室
への動線としての機能性をも有したものであった。そしてそ
の機能性故に太陽の塔の威容は大屋根に分断され、単独で鑑
賞することはできなかったようだ。
万博の閉幕後は他の未来的な建物ともども解体されるはず

だったが、既に地元のアイドルと化していたために撤去反対
を求める署名運動が起こり、その末にこれ単独での永久保存
が決定された。結果として、ひとりぼっちとなった太陽の塔
は大屋根への動線としての機能性を失い、地下の展示が埋め
立てられたためにパビリオンとしての完全性をも失ってし
まった。しかし、裏を返せば、このことが太陽の塔を純粋な
美術品、いや神像として完成させたと言えよう。

さて、かつての万博会場は廃墟となり、再整備され、そ
して今は自然と調和した姿で我々を出迎えてくれる。この
繁栄と衰退、そして再生を3つの顔で眺めてきた太陽の塔
は、今なお千里丘から大阪平野を睥睨している。眼下を蠢
く生命を見守る（？）この神像の前に立ったならば、作者
の意図だの像の意義だのをうだうだ考えることなど放棄し、
そのベラボーさと、意味不明さと、人間生命の根源的混沌
を前に、ただぼんやりと自分なりの思索に耽ることをおス
スメする。でたらめの奔流に身を任せる中で、己が神との
対話を完遂し、悟りの境地に達し得る……かもしれない。
もっとも、万博記念公園の開場時間には限りがあり、い

つまでも眺めているわけにもいかない。物足りない方は
1/350スケール太陽の塔（完成度高し）をご自宅に是非。

写真を撮る人だけでなく、ただ呆然
と見上げている人も散見された。

背面の「過去の顔」の鼻と口は立体造形

※万博記念公園までは播磨地区から車で約1.5時間、木津地
区からは車で約1時間。



関西研ホームページ https://www.qst.go.jp/site/kansai/
関西研YouTube https://www.youtube.com/channel/UCGQohC8igUdeiLFTx_1KhtA
関西研X https://twitter.com/kpsi_kizu

関西研だより

2024年10月号
発行日：2024年10月1日
発行元：関西光量子科学研究所
〒619-0215
京都府木津川市梅美台8丁目1番地7
Tel：0774-85-2914
Fax：050-3730-8563

今月の一言

9月5、6日に九州大学で開催されたSPring-8シンポジウム2024に参加してきました。これは
SPring-8ユーザー共同体が施設者（理研・JASRI）と共に毎年開催する一大イベントです。今
年の大きな話題は、供用が始まるNanoTerasuとの連携に加え、SPring-8の高度化計画
（SPring-8-II）でした。2029年度にも現状より100倍明るい世界トップ性能を実現するという
計画に期待がふくらみます。（放射光科学研究センター 片山 芳則）


